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東京都 DX 推進実証実験プロジェクトの対象地域が拡大 

東京都府中市の産後の保護者へ、オンライン医療相談サービスを無償提供 
産婦人科・小児科オンラインを通して、 

ウィズ/ポストコロナ時代の産後サポートの充実を目指します 
 

 
 

この度、株式会社 Kids Public （東京都千代田区 代表：橋本直也）が東京都 DX 推進実証実験プロ

ジェクトとして行っている実証実験において、新たに東京都府中市が対象地域となることが決まり

ました。現在実施中の板橋区と世田谷区に加え、8 月 2 日より府中市在住の産後の保護者も、同社

が運営する「産婦人科オンライン」「小児科オンライン」を無料で利用することができます。府中

市における実証実験は、ウィズ/ポストコロナ時代を見据えた産後サポートのあり方を提唱するこ

とを目的とし、2021 年 8 月 2 日から 2021 年 12 月 31 日まで実施されます。 
DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは、進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活を

より良いものへと変革することをさします。 
 

■実施の背景〜 新型コロナウイルス流行

が示した産後サポート強化の必要性〜 

新型コロナウイルス流行によって、外出の

自粛が求められるなど生活に大きな変化が

ありました。産後の家庭にもその影響は大

きく、例えばこれまで行われていた対面で

の産後家庭へのサポートが減少しました。

このことで、産後の保護者はいつも以上の

不安を抱えやすい状態となりました。その

結果、 

• 産後うつの増加 1 

• DV, 児童虐待の増加 2（2020 年はどちらも過去最多となった） 

• 健診機会が減少することによる育児不安の増大 3 

などが懸念されています。2021 年 1 月の出生数は前年同月と比べマイナス 14.6%4 となってお

り、ウィズ/ポストコロナ時代でも安心して妊娠・出産・子育てを迎えることができるよう、サポ

ートを充実させる必要性があります。 

 

 



 

 
 

■産後サポートの DX 〜オンラインであれば産後の保護者へリーチできる〜 
新型コロナウイルス流行は「既存の対面を前提とした産後サポートだけでは届かない不安、孤立が

あること」を社会に投げかけました。この状況下で、オンラインを活用した医療相談が注目を高め

ています。 
オンライン医療相談は、医療機関の受診を控えたい状況や、自宅内での様々なストレスが増強しう

る状況で、自宅からスマートフォンを通して妊娠・出産・子育てを支える専門家に繋がる接点を提

供します。対面を前提としていた既存の産後サポート施策に、オンラインでのセーフティネットを

追加することで産後サポートをさらに充実させます。 

 

 

■実証実験について 

＜採択経緯＞ 

産後サポートには専門知識が必要です。「産婦人科オンライン」「小児科オンライン」には 160

名を超える産婦人科医、小児科医、助産師が所属しています。小児科、産婦人科に特化したオンラ

イン医療相談としての専門性及び実績が評価され、本実証実験に採択されました。 
 

＜実施方法＞ 

2021 年 8 月 2 日以降に府中市で行われる新生児訪問の際に、訪問員が産後の保護者へ「産婦人科

オンライン」「小児科オンライン」の無償提供について案内します。 

実験参加者は 2021 年 12 月 31 日まで本サービスを無料で何度でも利用できます。 
 

＜評価方法＞ 

実証実験終了時に実験参加者に対してウェブでアンケートを実施し、「産後の安心を感じたか」

「今後も必要な産後サポートと思うか」を評価します。 

 

「産婦人科オンライン」「小児科オンライン」は 2021 年 4 月現在全国 22 箇所の自治体に住民サ

ービスとして導入され、運用されていますが、東京都内での事例かつオンラインによる多角的なア

プローチによる産後サポートに特化した取り組みは本実証実験が初めてとなります。 
東京都 DX 推進実証実験プロジェクトの詳細：https://dx-jissho.tokyo/ 
 

 

 
【参考・引用】 

1 松島みどり筑波大准教授（公共政策）らの調査 

2 警察庁 令和 2 年の犯罪情勢  

3 日本小児科学会 小児のコロナウイルス感染症 2019（COVID-19）に関する医学的知見の現状 

4 厚生労働省 人口動態統計の速報 

 



 

 
 
■Kids Public 代表 小児科医 橋本直也 コメント 
新型コロナウイルス流行は「社会のストレスチェック」だとも言われています。新型コロナウイル

ス流行で表面化した問題はもともと脆弱性があった部分だ、という考え方です。 
ポストコロナを見据えて、今回表面化した脆弱な部分をいかに補強するかが重要です。 
オンラインで産婦人科医、小児科医、助産師と各家庭が繋がることはその補強のために必要な一つ

のピースであることは間違いないと思っています。首都東京からこの国の産後サポートの未来のあ

り方を提唱できる機会をいただいたことに心より感謝しております。 

 
これからも、「産婦人科オンライン」及び「小児科オンライン」は、スマートフォンから産婦人科

医、小児科医、助産師に気軽に相談できる環境を作り、産後の保護者が安心して子育てができるよ

う、自治体との連携を進めて参ります。 
 


